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地域高齢者のいきがい形成に関連する要因の重要度の分析

松田 晋哉 筒井 由香 高島 洋子

目的　参加型の社会学習の場を活用して，来るべき高齢社会における高齢者のいきがい形成に関

する諸施策の方向性を検討する。

対象と方法　福岡県の一地方自治体において老人保健法に基づく健康教室に参加した53人の住民

を対象に，高齢社会において高齢者のいきがい形成に関連する要因とそれに対応する諸施策

の優先度について階層分析法を用いて検討した。

成績　KJ法による集約と階層分析法の結果，高齢者のいきがいに関連する要因としては健康，

家族，趣味・生涯学習，友人・地域のつながり，経済的余裕，社会参加の6つがこの順で重

要であると考えられていた。そして，これらの各要因に対する相対的な重要度をもとに分析

した結果，今後の諸施策としては高齢者の自立・社会参加の支援，健康増進活動，福祉サー

ビスの充実，そして医療施設の充実がこの順で重要であると考えられていた。

結論　豊かな長寿社会を実現するためには，真に民主的な政治とそれを可能にする自立した個人

の形成が求められるのである。そのためには，本研究のような既存の枠組みを活用した住民

参加型の活動が，今後各地方自治体で積極的に展開されることが期待される。
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